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課長補佐部 長年 度

名 称

整 理 番 号年 月 日

図 面

工 事

課 長

１／１１Ｈ１９，１２

鹿児島工業高専第二志学寮耐震改修他工事

表紙・図面リスト・案内図・配置図 １／１０００

配 置 図 　 Ｓ ＝ １ ／ １ ０ ０ ０

案 内 図 　 Ｓ ＝ １ ／ Ｎ

鹿児島工業高専第二志学寮耐震改修他工事

配置図・プレハブ参考図１２

８

１階平面図

３階平面図

７

１０

図 面 名 称

特－１

改修矩形詳細面図

Ｒ階平面図

部分詳細図（１）

特記仕様書－（１）

２階平面図

特記仕様書－（２）

３

図面番号

特－２

１ 表紙・図面リスト・案内図・配置図

構造詳細図

Ｋ型鉄骨ブレース（溶接タイプ）標準図

部分詳細図（２）

１１

９

既存矩形詳細面図６

４

２

５

隼人中学校

至　霧島市街地、宮崎

至　加治木、鹿児島市

鹿児島銀行隼人南支店

学校案内板

学校案内板

至　霧島市街地

至　日当山駅

国分隼人自動車学校

JR　日豊本線

所 在 地　　鹿児島県霧島市隼人町真孝1460-1

学部等名　　鹿児島工業高等専門学校

至　加治木駅

錦　江　湾

隼人駅

至　日当山、霧島

至　日当山、霧島

国道２２３号

国道１０号

団 地 名  　国見団地（００１）

至　国分駅

第二志学寮

体育器具庫

福利施設

第五志学寮

洗濯室

資
材
倉
庫

電子制御工学科棟

第一志学寮

第六志学寮

物干場

自転車置場

倉庫

体育器具庫

陸上競技場

体育器具庫

事務用物品庫

女子寄宿舎棟

用具庫

ﾎﾟﾝﾌﾟ室

学生共通棟　

ハンドボール場

地域共同ﾃｸﾉｾﾝﾀｰ

体育器具庫

機械工学科棟

情報教育ｼｽﾃﾑｾﾝﾀｰ

洗濯室

ﾎﾟﾝﾌﾟ室

機械実習棟

ｺﾞﾙﾌ練習場

体
育
器
具
庫

自転車置場

ﾌﾟｰﾙ付属室

第四志学寮

ｼｬﾜｰ室　

武道場

自転車置場

物干場

自
転

車
置
場

自
転
車
置
場

女子更衣室

第一体育館

工場燃料庫

高架水槽

プール

受電室

ボイラー室

射
場

女子寄宿舎

情報工学科棟

機械工場

テニスコート

ｺﾝｸﾘ-ﾄ実習室

車庫

テニスコート

体育器具庫

体
育
器
具
庫

サッカー場

一般科目棟

受水槽

第二体育館

正門

屋外便所

土木工学科棟

機械及び土木工学科棟

器楽練習室

野球場

バ
ス
車
庫

電気電子工学科棟

ラグビー場

寄宿舎食堂

図書館

消火栓用受水槽

倉庫

自転車置場

物品庫

機械工学科棟

守衛室

普通教室棟

門

管理棟

寄宿舎共用施設

工事位置

工事位置

専攻科棟



内側 外側

※詳細位置は施工図による

Ｂ

Ｃ

Ａ

Ｄ

基礎

構造

屋根

建具

外壁

天井

内部仕上表

外部仕上表

床

内壁

巾木

庇

軽量鉄骨造　ＮＦＫ　１－３５　３．０Ｋ　×　５．０Ｋ

ルーフデッキ　t=0.5　破風板金　t=0.35

土間コンクリート

コンクリート　ベタ基礎　

木製巾木

ルーフデッキ 88T t=0.5　ペフ貼　破風板金　t=0.35

アルミサッシ

樋

ＮＨパネル（サンドイッチパネル　t=43）

パネル式カラー合板　t=2.5 　断熱材:グラスウール　t=25

ＮＨパネル
断面図Ｓ＝１／１００

Ｃ面立面図Ｓ＝１／１００Ｂ面立面図Ｓ＝１／１００

型式
NFK1-35　3.0K×5.0K

発生土は、一部埋め戻しの後、構内敷きならし

アンカー位置Ｓ＝１／１００

アンカーボルト図Ｓ＝１／１０

基礎断面詳細図Ｓ＝１／２０

平面図Ｓ＝１／１００

　詳細位置は施工図による
：アンカー位置を示す

図面

年月日

尺

１２／１２

縮

整理番号

配置図・プレハブ参考図

課長

工事

年度 部長

１／１００・１／１０

１／３００
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Ｈ１９，１２

担当

名称

独立行政法人国立高等専門学校機構　鹿児島工業高等専門学校

係長

名称

課長補佐

ハンドボール場

ﾌﾟｰﾙ付属室

ｺﾞﾙﾌ練習場

０５３

第一体育館

０２１

プール(内寸25m×15.14(2*6+1.57*2)m×1.3m(端・集水口へ勾配1/100) 7ｺｰｽ)

０２４　武道場

０２６

ﾊﾝﾄﾞﾎﾞｰﾙ部室

体育器具庫

体
育

器
具

庫

０
２

２

０５８

０２５

女子更衣室

射
場

ｼｬﾜｰ室

弓道場

器楽練習室

第２体育館　０４９

０
２

７

０４６

０６４

濾過装置

体育器具庫

今 回 新 営

ろ 過 装 置 室

プレハブ設置位置

60 80

4
0

5
0

9,100

10,300

5
0

1
,
8
2
0

1,820

9,100

1
,
8
2
0

1,820 1,820 1,820 1,820

5
0

1
0
0

1
5
0

5
0

1,000

400 800

6
0

5
0

5
0

1
0
0

140

1
0
0

20120

9,100

400

800

1,8201,820 1,820 1,820

2
,
5
0
0

3
,
0
0
0

3
0
0

2
,
8
0
0

3
0
0

9
0
0

9
0
0

9
0
0

2501,570

2
5
0

1,570

5
,
4
6
0

1
,
8
2
0

250

1
,
5
7
0

1
,
8
2
0

5
,
4
6
0

1,820

1
,
8
2
0

2
5
0

1
,
5
7
0

1
,
8
2
0

▼ＧＬ

※土間・立上・犬走は、一体でコンクリート打設すること

配置図　Ｓ＝１／３００

▼柱高

▼腰天端

▼ＦＬ

縦筋：1-D10＠150

切込砕石：t=100（C-40）

1-D13

1-D10

捨てコンクリート：t=60（設計基準強度：18-15-20）

土間目地切＠3000内

土間目地切＠3000内

土間コンクリート：t=150（設計基準強度：21+3-18-20）

長辺・短辺：D10・D13＠200
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課長補佐部 長年 度

名 称

整 理 番 号年 月 日

図 面

工 事

課 長

特－１Ｈ１９，１２

鹿児島工業高専第二志学寮耐震改修他工事

特記仕様書－１ －

　　（現場説明書参照）

・　安全対策として，工事範囲内に誤って立ち入らないよう，安全対策処置を講じること。

・　耐震補強については、既存壁を取り壊すので、内部養生を行う。

　　（工事建物南側に、外部仮設間仕切（生子亜鉛鉄板程度 h=2,000以上）を設置すること。）

　での一連の処理の工程における処理が適正に行われるようにマニュフェストの提出を行うこと。

建

物

概

要

・　本工事は、第二志学寮の改修工事である。

・　防水改修を行う（屋上、玄関庇、ベランダ）。

　　また、耐震補強用足場は、昇降階段を設ける。

　　その際、西側足場は、屋上防水改修用として屋上まで設置する。

・　産業廃棄物の運搬，又は処分を委託する場合には、産業廃棄物の発生から最終処分が終了するま

暖房設備

屋
内
機
械
工
事

　近隣住民の生活に支障をきたさぬように施工すること。

・　耐震補強改修を行う（壁取り壊し・建具改修有り）。

・　本工事において，電力・給水・ガス管の布設替が生じた場合は、請負者の責において現状復旧

　４種

・　施設の財産に損害を与えた場合は，請負者にて現状復旧すること。

　すること。

（０３２）

工 事 名 称

改修延べ面積

・　工事に関する期間，時間，範囲，施工予定日等を事前に連絡をすると共に，学生・教職員及び

1.

4.

・　外部足場については、耐震補強位置及び縦樋取替部とし、枠組本足場とする（養生シート含む）。

　実施された建設技術審査証明事業により評価された排出ガス浄化装置を装着することで、排出ガス対策

施工の立会い

ブルドーザ

備 考

トラクタショベル（車輪式）

<1.6.2>

<1.4.4>

一工程の施工

等

搬入時及び足場を取り外す前の段階

技能検定の職種

の確認及び報

技能士

　場合は、平成７年度建設技術評価制度公募課題「建設機械の排出ガス浄化装置の開発」、又はこれと同

材料の検査等

　　　　　　　　　　　　鹿児島県姶良郡加治木町小山田字三ノ塚923、932

ディーゼルエンジン（エンジン出力７．５ｋＷ

　指定された排出ガス対策型建設 機械を使用するものとする。排出ガス対策型建設機械を使用できない

　　鉄骨建入れ検査及びボルト締め付け検査時

　とび

鉄骨等耐震補強製品検査

　　本工事において以下に示す建設機械を使用する場合は、「排出ガス対策型建設機械指定要領 (平成３

鉄骨工事

工 種

仮　　製　　本

負 荷 設 備 台 帳

保守点検要領書

２　部

１　部

２　部

各種試験成績書

体　　裁　　等

２　部

 　　　〃

　工事完成時には，下記の完成図等を提出するものとする。

設計図面等一式をＡ３判図面に縮小し原図１部と仮製本３部を提出する。

※

<1.8.1>

２　部

機 器 完 成 図

提出図書

　　部

２　部

完成時の

　　　　　　　　　　　　鹿児島県姶良郡加治木町小山田4154-1

　　

　事業法の規定に基づく主任技術者の資格等に関する省令第

３）搬出に先立ち搬出計画書を作成し，監督職員に提出する。

完成図はＡ４判とし黒表紙，工事名称等は金文字入りとする。

　断熱材

　５０　２５

<3.3.2>

　材質 　JIS A 9511の押出法ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ3種ｂｽｷﾝ層付き(特定ﾌﾛﾝを含まないもの)

材料

　アルミニウム製、Ｌ－３０×１５×２．０程度

　押さえ金物の材質、形状寸法

　厚さ

　３種　アスファルトの種類

　設ける

　行う　既存露出防水層表面の仕上げ塗装の撤去

　 ４８３㎡

補修及び処置

<3.2.6>

　二重ドレン改修工法の

種類及び工程

既存下地の

<3.2.5>

　シーリング改修工法の種類

監督職員の立会いを受ける。

施工中の

　　及び工事記録写真撮影要領に基づき工事を施工する。

　　公共建築改修工事標準仕様書（統一基準）（機械設備工事編）（平成１９年版）、

９．第２種電気工事士（旧電気工事士）の資格を有する者

工事の種類

延 べ 面 積

　　　２）・印で始まる事項及び表中の・印の事項は、○印の付した事項のみ

　　　　　　　　（　　）　　－公共建築工事標準仕様書（統一基準）（建築工事編）

　　　１） ＝ 印又は × 印で抹消した章及び項目の当該特記事項は、全て

　　公共建築設備工事標準図（統一基準）（機械設備工事編）（平成１９年版）、

　　文部科学省機械設備工事標準仕様書（特記基準）（平成１９年版）、

（２）　特記仕様書の適用方法

<1.3.5>

改修延べ面積計

延 べ 面 積 計

１章　一般共通事項

６．公益事業局長又は通商産業局長の指定を受けた高圧試験

４．高等学校又はこれと同等以上の教育施設において，電気

　　　　　　　　　　　　鹿児島県姶良郡加治木町小山田字三ノ塚923、932

工　　事　　概　　要

８．２級電気工事施工管理技士以上の資格を有する者

構 造

　教育施設の電気工学以外の工学に関する学科において一般

１．電気事業法及びその他関係法令による

　　　　　適用する。

　塗装

　建築板金、スレート施工

　サッシ施工・ガラス施工

　ただし、監督職員の承諾を得たものを除く。

　３月は、時間の制約は無し。

屋根・とい工事

建具工事

防水工事 　防水施工

塗装工事

金属工事 　内装仕上げ施工（鋼製下地）

　　　　　　　　※電気設備及び機械設備においては、それぞれの仕様書に置き換える。

　　　　下記の各該当番号を示す。

　　　　　　　　＜　　＞　　－公共建築工事改修標準仕様書（統一基準）（建築工事編）

　　　　　　　（（　　））　－文部科学省建築工事標準仕様書（特記基準）

　　　　　適用しない。

　　　　　　　＜＜　　＞＞　－文部科学省建築改修工事標準仕様書（特記基準）

　　　　　適用する。

　　　　　合は、監督職員の承諾を受ける。

　　　　　たもの又は同等以上のものとする。ただし、同等以上のものとする場

　　　５）左欄の（（　　））、（　　）、＜　　＞、＜＜　＞＞内の数値は，

　　　４）特記された材料、製造所、製品名、施工業者等の取扱いは、特記され

　　　３）表中の数字、文字又は記号を記入する事項は、記入してある事項のみ

施工条件

５）工事発注後に明らかになった事情により，上記の指定によりがたい場合は，監督職員

１）品　　名　　　　木くず、金属くず、スクラップ（鉄筋）

油圧ユニット（基礎工事用機械で独立したもの）

　　　　　　　　　　環境保全建設㈱

　　と協議する。

４）日々の搬出量等をとりまとめた発生土搬出調書を作成し，監督職員に提出する。

力設備の保安

１）品　　名　　　　コンクリート及びモルタル

　　　　　　　　　　鹿島道路㈱鹿児島合材製造所

告

<1.6.4>

　　廃水処理施設の解体前及び解体後

施工の確認及び報告を行う工程 報　　告　　事　　項

　　地中埋設配管

　環境保全等

<1.6.7>

　標準仕様書に定めがあるもの以外で、次に示す工事段階及び事項については

Ⅰ　建築工事

５．旧電気工事技術者検定規則による高圧電気工事技術者の

　７条第１項各号の科目を修めて卒業した者

10．短期大学若しくは高等専門学校又はこれらと同等以上の

耐震補強改修、防水改修

責任者

者・工事用電

３．１級電気工事施工管理技士以上の資格を有する者

２　部

材 料 名

電気保安技術

　検定に合格した者

項 目 名

<1.3.3><1.3.4>

　この工事現場に，下記のいずれかの電気保安技術者を選任する。2.

　作業は、２月末までは平日の９時から１７時までとし、土日・祝日の作業は行わない。

電気保安技術者 工事用電力保安責任者

　に合格した者

２．第３種電気主任技術者以上の資格を有する者

　　　　　　　　　　　　鹿児島県霧島市国分上之段字山中469-1

　　　　　　　　　　環境保全建設㈱

建 築 面 積

　電気工学（実験含む）に関する科目を修めて卒業した者

鹿児島県霧島市隼人町真孝１４６０ー１　鹿児島工業高等専門学校構内

種 類

　大臣が型式指定を行った低騒音型・低振動型建設機械を使用するものとする。ただし、これにより難い

　③　請負者は、本工事関係車両にディーゼル車を使用する場合には、車検証のコピーを保管し、本工事

　④　請負者は、取締まりにより本工事関係車両に違法行為等があった場合には、直ちに監督職員に報告

空気圧縮機（過搬式）

　　低騒音型建設機械を使用する場合、現場代理人は施工現場において使用する建設機械の写真撮影を行

以上、２６０ｋＷ以下）を搭載したものに限る。

械の使用

発動電動機（過搬式、溶接兼用機を含む）

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ車排

完 成 図

名　　　　　　　称

施 　　工 　　図

２　部

型建設機械

　　の使用」について、排出ガス規制条例の遵守を施工計画書に記載しなければならない。

バックホウ

　　しなければならない。

　　当該工事場所のディーゼル車排出ガス規制条例（以下「排出ガス規制条例」という）の適用を受ける

原　　　　　図

※

　　排出ガス対策型建設機械、又は排出ガス浄化装置を装着した建設機械を使用する場合、現場代理人は、

土 工 事

（２）特別管理産業廃棄物

完成図

　　と協議する。

（３）現場において再利用するもの

４）日々の搬出量等をとりまとめた発生土搬出調書を作成し，監督職員に提出する。

　施工現場において使用する建設機械の写真撮影を行い、監督職員に提出するものとする。

　型機械と同等と見なす。ただし、これにより難い場合は、監督職員と協議するものとする。

　等の開発目標で実施された民間開発建設技術の技術審査・証明事業、あるいはこれと同等の開発目標で

ホイールクレーン

　年１０月８日付建設省経機発第２４９号　最終改正平成１４年４月１日国総施第２２５号)」に基づき

　②　請負者は、本工事の施工に先立ち、本工事関係車両の「ディーゼル車排出ガス規制に適合する車両

部　　数

１　部

製　　　　　本

出ｶﾞｽ規制に

原　　　　　図

低騒音型・低

ローラ類（ロードローラ、タイヤローラ、振動ローラ）

振動型建設機

根切り仕上げ面の転圧状況

鉄骨等耐震補強製品検査

　　関係車両を把握しなければならない。

埋戻し時の締め固め状況（１回分の厚さ等）

　省告示第１５３６号　最終改正　平成１３年４月９日　国土交通省告示第４８７号）に基づき国土交通

　い、監督職員に提出するものとする。

１,４２３㎡

　⑤　請負者は、資機材の搬出入等において、資材納入業者に搬出ガス規制条例を遵守させるものとする。

５）工事発注後に明らかになった事情により，上記の指定によりがたい場合は，監督職員

シーリング再充填工法（ＰＳ２）

Ｌ４Ｘ（超速硬化ウレタン積層防水工法）

　①　請負者は本工事現場で使用し、又は使用される関係車両（以下「本工事関係車両」という。）が、

耐震４８３㎡、防水６３０㎡

要防護シート。

　　本工事においては「低騒音型・低振動型建設機械の指定に関わる規程」（平成９年７月３１日　建設

適合した車両

　　　　　　　　　　㈱勝利商会

　　　　　　　　　　　　鹿児島県霧島市国分上之段字山中469-1

一 般 特 記 事 項

５）工事発注後に明らかになった事情により，上記の指定によりがたい場合は，監督職員

　　場合は、これに適合した車両を使用しなければならない。

備 考

排出ガス対策

諸手続書類（写）

　場合は、監督職員と協議の上、必要書類を提出するものとする。

（４）再生資源化を図るもの

1.

　　等契約規則（独立行政法人国立高等専門学校機構規則第５８号付表）別記

足場を取り外す前の段階

　　公共建築工事標準仕様書（統一基準）（建築工事編）（平成１９年版）、

　　文部科学省建築改修工事標準仕様書（特記基準）（平成１９年版）、

　　文部科学省建築工事標準仕様書（特記基準）（平成１９年版）、

１）品　　名　　　　上記以外の建設廃材・設備機器類・配管・配線類

　　公共建築改修工事標準仕様書（統一基準）（建築工事編）（平成１９年版）、

　　　　　　　　　　　　鹿児島県鹿児島市小野町3479-3

３）搬出に先立ち搬出計画書を作成し，監督職員に提出する。

　　　　　　　　　　鹿島道路㈱鹿児島合材製造所

記 入 内 容

作成方法

平成２０年３月２１日（金曜日）

１,４２３㎡

規 模 等

工 種 模様替

原図サイズ　　　　　　Ａ１版

設備

　　　　　　　　　　　　鹿児島県霧島市国分上之段字山中469-1

火災報

拡声設備

７．第１種電気工事士の資格を有する者

　完成図の様式等は次による。

３）搬出に先立ち搬出計画書を作成し，監督職員に提出する。

　　　　　　　　　　　　鹿児島県姶良郡加治木町小山田4154-1

施工図

鹿児島工業高専第二志学寮耐震改修他工事

上記※印は，完成図製本（Ａ４判）と一緒に製本してよい。

完 成 期 限

棟 名 称

 483＋630㎡

<1.3.11>

3.

第二志学寮

２）受入場所　　　　㈲姶良産業

Ｒ３・Ｓ３

 　　　〃

１　部

模様替内容

仮　　製　　本

 　　　〃

建 築 工 事 特 記 仕 様 書

工 事 場 所

※

※

　　枠組足場を設ける場合は、 「手すり先行工法に関するガイドライン(厚生労

<1.8.2>

ＣＡＤデータの提出（　・　要　　　　・　不要　）

　仕分けの際は、リストを作成し、監督職員の承認を得ること。

（１）引き渡しを要するもの

完成図

　　　処理等

発生材の

　　　　　　　　　　　　鹿児島県姶良郡加治木町小山田4154-1

<1.3.8>

　完成図の種類及び記入内容は次による。

（１）　この工事の請負者は，独立行政法人国立高等専門学校機構発注工事請負

電 灯 分 岐

　　　　　　　　　　環境保全建設㈱

２）受入場所　　　　㈲姶良産業

自動火災報知

知設備

種 類

屋
内
電
気
工
事

コンセント分岐

<2.2.1>

改修工法の

３章　防水改修工事

　防水改修工法の種類

種類及び工程

要、現場説明書参照。

<3.1.4>

　働省平成１５年４月策定)」により、設置については「手すり先行工法による

２章　仮設工事

電灯

２）受入場所　　　　㈲姶良産業

総　　　則

４）日々の搬出量等をとりまとめた発生土搬出調書を作成し，監督職員に提出する。

　　第１号の工事請負契約基準，現場説明書，図面１１枚、特記仕様書 ２ 枚，

（５）関係法令に従い適切に処分するもの

　足場の組立等の基準」による働きやすい安心感のある足場とし、改善措置機材

足場その他

　　と協議する。

　による場合は手すり先行専用足場型と同等の機能を確保するものとする。



担 当

尺

縮

名 称

独立行政法人国立高等専門学校機構　鹿児島工業高等専門学校

係 長

19

課長補佐部 長年 度

名 称

整 理 番 号年 月 日

図 面

工 事

課 長

特－２Ｈ１９，１２

鹿児島工業高専第二志学寮耐震改修他工事

特記仕様書－２ －

　防火材料の指定

　次の箇所は防火材料とする。

材料

<7.1.3>

７章　塗装改修工事

　塗料は、ホルマリン不検出のものとし、有機溶剤の含有の少ないものとする。

　屋内の壁、天井仕上げは防火材料とする。

塗り工程の種別

<<1.4.3>>

製造所

<<1.3.3>>

材料及び工法

　塗り替え用塗料

製造所

製品名

材料及び工法

　ライニング用材料

製品名

工　法

・　ラス張りモルタル塗り

　種別

構造区分

・　耐火材吹き付け（　・　乾式工法　　・　半乾式工法　　・　半湿式工法　　・　湿式工法）

耐火被覆材の

<8.16.2>

種別及び性能

　所要性能

所要性能

・　耐火板張り工法

　　棒綱

　　鋼板（中・厚）

　　平綱

備 考

　　角形鋼管

　　鋼板（薄）

ＳＮ４００Ｂ

種 別

　圧接完了後の試験

・　引張試験・　超音波探傷試験

<8.3.9>

　　形鋼（Ｈ形）

　　軽量形鋼

ガス圧接

径（mm） 適用箇所

鋼材

　　ＳＤ２９５Ａ

Ｄ１９　　ＳＤ３４５　

種類の記号

<8.2.7>

ＳＮ４００Ｂ

材 質

　　形鋼（その他） ＳＮ４００Ｂ

ＳＮ４００Ｂ

ＳＮ４００Ｂ

ＳＮ４００Ｂ

編目の形状、寸法

ス ラ ン プ ( c m )

軽量コンクリートの気乾

単位容積重量  (kg/m3) 

１５

<8.2.1>

溶接金網

<8.2.2>

鉄線の径

<8.1.5>

鉄骨製作工場 工場性能評価グレード　　Ｍ　　以上の工場

鉄筋

２４

柱適 用 箇 所

種 類

８章　耐震改修工事

流動化コンクリート

設計基準強度(N/mm2)

摘 要
普通コンクリート

ｺﾝｸﾘｰﾄの品質

30(難燃)

40(難燃)

パーティク

樹 種 名

材面の品質

ルボード

　防腐処理

4035

適用範囲

適用範囲

　　こととする。

 行う

30

単板積層材集 成 材

接 着 性 能

強度等級等

20

15(難燃)

品 名

12

（スラグせっこう板、外装用）

　4.2板

　8.0

18

30

3

 化粧パーティクルボード

 単板張りパーティクルボード

 MDF

21

材 料

　防腐・防蟻処理の方法

 行う

　　ただし，現場における加工が生じた場合には，加工した場所に対し，現場にて防腐・防蟻を塗布する

　　　防蟻処理は，非有機リン系とする。

<6.5.2>

15129

　石綿セメント板

　4.0

化粧単板

7

６章　内装改修工事

24

 無研磨板

<6.2.2>

工 法

　その他のボード

ｾﾒﾝﾄ

　0.8けい酸ｶﾙｼｳﾑ板(0.8FK)

<6.13.2>

強化

　ﾎﾟﾘｴｽﾃﾙ化粧合板

　0.3未満

寸 法

施 工 箇 所

名称

防 虫 処 理

樹 種 名

規格，区分等種類

繊維

材 料 　せっこうボード、その他ボード及び合板張り

名称

厚さ（mm）

15

10(難燃)

合板

　ラワン合板

合板

10

20(難燃)

12(難燃)

35(難燃)

18

18(難燃)

25(難燃)

見付け材面の品質

繊維板

　特殊加工化粧合板

難燃合板 　9.0

特殊

　２類　Ｆ☆☆☆☆ 　5.5

　天然木化粧合板

 単板オーバーレイ

 研磨板

 禁止する

 塗装

 プラスチックオーバーレイ

　合成樹脂塗床材の除去

　構造用集成材

 目荒し工法

　防ぎ処理

　　工場における加圧式とし、十分に乾燥を行う。

 機械的除去工法

　代用樹種の使用

　6.0

　しおじ

品 名

　構造用集成材

　なら

　ﾒﾗﾐﾝ化粧合板

　フロートガラス

　磨き板ガラス

　熱線吸収フロートガラス

材料板ガラスの種類

　フロート強化ガラス

　板強化ガラス

　熱線吸収磨き板ガラス

掛り代

　クリア

　乳白

色調 映像調整

　素材が強化又は倍強化ガラスの場合の製造所

　強化ガラス

材料板ガラス

材質、形状

<5.6.2>

　グランドマスター

　本締り付モノロック

　空錠

バックセット（mm）スイングドア，スイングサッシの金物の種類

ＭＩＷＡ（既存マスターに合わせる）

　シリンダー箱錠

　シリンダ本締り錠

　押棒，押板

　　仕上げ

（レバーハンドル含む）

　曲げ加工

形状及び 　表面仕上げ

性能及び構造

　　及び寸法

　建具用金物

製 作 所

　モノロック

<5.5.4>

　外部に面する鋼製建具の耐風圧性

<5.3.2>

　ブルー

　グレー

　ブロンズ

　行う

　ガラス溝の寸法、形状等

ｴｯｼﾞｸﾘｱﾗﾝｽ種 類

　シルバー

　１種

　２種

　ﾌﾛｰﾄｶﾞﾗｽ

日射熱遮へい率の区分

　外面

　内面

　３種

<5.12.3>

<5.12.5>

　ガラスブロック

化粧目地の色

ガラス

色調表面形状ブロック積み 寸法及び厚さ(mm)

　強化ガラス

寸法、形状等

ガラス溝の

　倍強化ガラス

シーリングの種類

面ｸﾘｱﾗﾝｽガラス厚(mm)

材料板ｶﾞﾗｽの種類

 作成しない

　普通曲げ
仕上塗料(露出の場合)

 作成する

　ＨＬ仕上げ

 作成しない

　熱線吸収フロート板ガラス

<5.12.2>

　ＪＩＳ　Ａ　４７０６

材料

<5.6.4>

<5.5.5>

　マスターキー

工 法

 作成する

鍵

色 調

　　　　ｶﾞﾗｽ

　熱線反射板ガラス

種類

　鋳鉄

　高性能熱線

反射皮膜の使い方

　熱線反射

　グレー 　ブロンズ

　熱線吸収板ガラス

　　反射ｶﾞﾗｽ

材料板ガラスの種類 厚さ(mm)

　角出し曲げ（補強あり）

屋内の建具

　グリーン

　種別

建 具

　撤去工法（　

　ステンレス（SUS316）製

　かぶせ工法

　Ｂ－１種

Ｃ－２種（　　ブラウン系　　ブラック　　ステンカラー）

線径（メッシュ）

　Ｃ－１種

Ｂ－２種（　　ブラウン系　　ブラック　　ステンカラー）

　表面処理

油圧工具による撤去）

　防虫網

外部に面する建具

種 別

　ブルー

　合成樹脂製

<5.2.3>

材 料

改修工法

　16～18

線径（mm）

　ガラス繊維入り合成樹脂製

　はつりによる撤去

５章　建具改修工事

耐風圧性

<5.1.3>

　１００

　Ｗ－４

　外部に面するアルミニウム製建具の性能等級

気密性 　Ａ－３

７０

改修工法

　Ａ－４

水密性

性能等級

　Ｓ－６　Ｓ－４

　Ｗ－５

改修工法

<5.2.4>

下記参照

枠の見込み寸法（mm） 　１００

Ａ種

　バルコニー用

Ｂ種

　Ｓ－５

Ｃ種

　硬質塩化ビニル管

　バルコニー中継用

<5.2.2>

　ＡＢＳ樹脂

材料 　といの材種

　ゴムアスファルト系塗膜防水（Ｙ－２）の保護層

　鋼管製といの防露

　施工箇所

　陸屋根用（　　　縦型　　　　　横型）

個／　　　㎡

設置数量

　立上がり部脱気型

　ポリエチレン樹脂

　ステンレス

材質

　設ける

種 類

<3.8.2>

　平面部脱気型

　合成ゴム

　設ける

　0.25以上

　Ｓ－Ｍ３

個／　　　㎡

厚さ(mm)

　Ｓ－Ｍ２

　Ｓ－Ｍ１

　２．０

　１．５

防水下地・寸法等

材 質

　露出単層防水用Ｒ種

　２．５以上

　ルーフドレン

　配管用鋼管

種 別

　地下外壁防水

種 別

施工箇所

　耐酸被覆鋼板、ガルバリウム鋼板の製造所

　ウレタン系塗膜防水の種別

　屋内防水

　設ける

設置数量材質

　３．０以上

　ステンレス

　ＡＢＳ樹脂

　ポリエチレン樹脂

ＡＳ－１

種 類

個／　　　㎡

　銅

　ステンレス

　露出複層防水用Ｒ種

　非露出複層防水用Ｒ種

　Ｓ－Ｆ１

　鋳鉄

　合成ゴム　立上がり部脱気型

厚さ(mm)

上層用

　４．０以上

　塩化ビニル樹脂

材料 　改質アスファルトシート防水層の種類

<3.4.2>

種 別

種 別

ＡＳ－２

種 別

　屋根露出防水絶縁工法の脱気装置

　１．２

個／　　　㎡

施工箇所

　屋内防水密着工法の保護層

施工箇所

　設ける　種類

　平面部脱気型

下層用

　ステンレス

　Ｙ－１

　Ｙ－２

種別及び工程

種 別

　Ｘ－１

　Ｘ－２

　Ｓ－Ｆ２

　銅

　ウレタン系塗膜防水（Ｘ－１）の脱気装置

　塩化ビニル樹脂

　１．５

　１．２

　8.0

　シルバー

　合成高分子系ルーフィングシート防水層の種類

種別及び工程

<3.5.3>

<3.6.3>

　カラー

施 工 箇 所

　一部、石こうボード9.5＋ケイ酸カルシウム板8.0

<3.3.3>

　屋上、玄関庇、ベランダ

種別及び工程

　１時間 　発泡性（耐火被覆）



１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １３ １４ １５ １６

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ｆ

１
ＡＷ

１
ＡＷ

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １３ １４ １５ １６

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ｆ

ＡＷ・腰壁解体撤去ＡＷ・腰壁解体撤去

縦樋：ＶＰφ100撤去（掴み金物共） 縦樋：ＶＰφ100撤去（掴み金物共） 縦樋：ＶＰφ100撤去（掴み金物共） 縦樋：ＶＰφ100撤去（掴み金物共）

解体撤去解体撤去

縦樋：ＶＰφ100撤去（掴み金物共）

縦樋：ＶＰφ65撤去（掴み金物共） 縦樋：ＶＰφ65撤去（掴み金物共） 縦樋：ＶＰφ65撤去（掴み金物共）
縦樋：ＶＰφ65撤去（掴み金物共）

建具新設 建具新設

縦樋：カラーＶＰφ100新設（SUS掴み金物＠1200内共） 縦樋：カラーＶＰφ100新設（SUS掴み金物＠1200内共） 縦樋：カラーＶＰφ100新設（SUS掴み金物＠1200内共）

縦樋：カラーＶＰφ100新設（SUS掴み金物＠1200内共）

縦樋：カラーＶＰφ100新設（SUS掴み金物＠1200内共）

縦樋：カラーＶＰφ65新設（SUS掴み金物＠1200内共） 縦樋：カラーＶＰφ65新設（SUS掴み金物＠1200内共） 縦樋：カラーＶＰφ65新設（SUS掴み金物＠1200内共） 縦樋：カラーＶＰφ65新設（SUS掴み金物＠1200内共）

ＯＡ一時撤去ＯＡ一時撤去

ＯＡ再取付 ＯＡ再取付

鉄骨ブレース位置 鉄骨ブレース位置

ＡＬ t=2.0パネル

ＡＬパネル t=2.0

ＡＬ　t=2.0　フラッシュ

※アルミパネルの芯材は、ケイ酸カルシウム板 t=8+グラスウールとする。

寮　室 寮　室 寮　室 寮　室 寮　室 寮　室 寮　室 寮　室 寮　室

捕食室

倉庫

便所

洗濯室

洗面所

ＰＳ１

ＰＳ２ ピット

玄　関 玄　関

廊　下

寮　室 休養室

符号

型

見込

材質・仕上

内法寸法（W×H）

数

取付場所

硝子

図示

建具
姿図

扉

金物

備　　考

２

寮　室

フロートガラス t=3.0

新設建具

符号

型

見込

材質・仕上

内法寸法（W×H）

数

取付場所

硝子

図示

建具
姿図

扉

金物

備　　考

解体建具

２

寮　室

アルミ水切、付属金物一式

フロートガラス t=3.0

アルミシルバー

改修後１階平面図

既存１階平面図

寮　室 寮　室 寮　室 寮　室 寮　室 寮　室 寮　室 寮　室 寮　室

捕食室

倉庫

便所

洗濯室

洗面所

ＰＳ１

ＰＳ２ ピット

玄　関 玄　関

廊　下

寮　室 休養室

７０

付属金物一式

部分詳細図（２）参照

アルミシルバー、腰：アルミフラッシュ、その他アルミパネル
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網戸
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設　計 担　当 製　図

図 面 種 類

一級建築士事務所　知事登録　第1-15-32号

永園設計株式会社
一級建築士登録　第123948号　小原正信

図面番号

縮　　　尺

工　　　番

業　務　名

尺

縮

課長補佐

19

工　事

名　称

図　面

名　称

年　度 年　月　日 整 理 番 号 部　長 課　長 係　長 担　当

1：100

1：100

１階平面図

鹿児島工業高専第二志学寮耐震改修他設計業務
０８－０１０－Ｓ

独立行政法人国立高等専門学校機構　鹿児島工業高等専門学校

鹿児島工業高専第二志学寮耐震改修他工事

１階平面図

Ｈ19，12

11
2

既存１階平面図　1：100

改修後１階平面図　1：100

１
ＡＷ

１
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１
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１
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1,300701,300
2,670
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0
0 1
,
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0 ▽FL



ｼｰﾄ防水撤去 ｼｰﾄ防水撤去

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １３ １４ １５ １６

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ｆ

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １３ １４ １５ １６

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ｆ

縦樋：カラーＶＰφ100新設（SUS掴み金物＠1200内共） 縦樋：カラーＶＰφ100新設（SUS掴み金物＠1200内共） 縦樋：カラーＶＰφ100新設（SUS掴み金物＠1200内共）

手摺：錆ケレン後、錆止め塗装の上ＳＯＰ 手摺：錆ケレン後、錆止め塗装の上ＳＯＰ

縦樋：ＶＰφ100撤去（掴み金物共）縦樋：ＶＰφ100撤去（掴み金物共）縦樋：ＶＰφ100撤去（掴み金物共）

縦樋：ＶＰφ65撤去（掴み金物共） 縦樋：ＶＰφ65撤去（掴み金物共）
縦樋：ＶＰφ65撤去（掴み金物共）縦樋：ＶＰφ65撤去（掴み金物共）

室外機：一時撤去

室外機取付

縦樋：ＶＰφ100撤去（掴み金物共）縦樋：ＶＰφ100撤去（掴み金物共）

ドレンキャップ撤去 ドレンキャップ撤去

縦樋：カラーＶＰφ65新設（SUS掴み金物＠1200内共）縦樋：カラーＶＰφ65新設（SUS掴み金物＠1200内共）
中間ドレン：エポキシ樹脂塗装

縦樋：カラーＶＰφ65新設（SUS掴み金物＠1200内共）
中間ドレン：エポキシ樹脂塗装

縦樋：カラーＶＰφ65新設（SUS掴み金物＠1200内共）

縦樋：カラーＶＰφ100新設（SUS掴み金物＠1200内共）
ドレン：エポキシ樹脂塗装
改修用ドレンキャップ新設

縦樋：カラーＶＰφ100新設（SUS掴み金物＠1200内共）
ドレン：エポキシ樹脂塗装
改修用ドレンキャップ新設

：防水改修範囲を示す

中間ドレン：ｳﾚﾀﾝ樹脂塗装中間ドレン：ｳﾚﾀﾝ樹脂塗装

下地高圧洗浄の上下地調整（ｳﾚﾀﾝ防水）後、超速硬化ウレタン塗膜防水 下地高圧洗浄の上下地調整（ｳﾚﾀﾝ防水）後、超速硬化ウレタン塗膜防水

既存下地層撤去の上下地処理（ｳﾚﾀﾝ防水）後、超速硬化ウレタン塗膜防水 既存下地層撤去の上下地処理（ｳﾚﾀﾝ防水）後、超速硬化ウレタン塗膜防水

改修後２階平面図

既存２階平面図
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ベランダ ベランダ
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設　計 担　当 製　図

図 面 種 類

一級建築士事務所　知事登録　第1-15-32号

永園設計株式会社
一級建築士登録　第123948号　小原正信

図面番号

縮　　　尺

工　　　番

業　務　名

尺

縮

課長補佐

19

工　事

名　称

図　面

名　称

年　度 年　月　日 整 理 番 号 部　長 課　長 係　長 担　当

1：100

1：100

3
２階平面図

鹿児島工業高専第二志学寮耐震改修他設計業務
０８－０１０－Ｓ

独立行政法人国立高等専門学校機構　鹿児島工業高等専門学校

鹿児島工業高専第二志学寮耐震改修他工事

２階平面図

Ｈ19，12

11

改修後２階平面図　1：100

既存２階平面図　1：100



１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １３ １４ １５ １６

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ｆ

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １３ １４ １５ １６

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ｆ

縦樋：ＶＰφ100撤去（掴み金物共） 縦樋：ＶＰφ100撤去（掴み金物共） 縦樋：ＶＰφ100撤去（掴み金物共）縦樋：ＶＰφ100撤去（掴み金物共）

縦樋：カラーＶＰφ100新設（SUS掴み金物＠1200内共）縦樋：カラーＶＰφ100新設（SUS掴み金物＠1200内共）縦樋：カラーＶＰφ100新設（SUS掴み金物＠1200内共）縦樋：カラーＶＰφ100新設（SUS掴み金物＠1200内共）

手摺：錆ケレン後、錆止め塗装の上ＳＯＰ手摺：錆ケレン後、錆止め塗装の上ＳＯＰ

縦樋：ＶＰφ100撤去（掴み金物共）

縦樋：カラーＶＰφ100新設（SUS掴み金物＠1200内共）

ドレン：エポキシ樹脂塗装 ドレン：エポキシ樹脂塗装

：防水改修範囲を示す

下地高圧洗浄の上下地調整（ｳﾚﾀﾝ防水）後、超速硬化ウレタン塗膜防水 下地高圧洗浄の上下地調整（ｳﾚﾀﾝ防水）後、超速硬化ウレタン塗膜防水

ドレン：ｳﾚﾀﾝ樹脂塗装ドレン：ｳﾚﾀﾝ樹脂塗装

既存３階平面図

改修後３階平面図
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設　計 担　当 製　図

図 面 種 類

一級建築士事務所　知事登録　第1-15-32号

永園設計株式会社
一級建築士登録　第123948号　小原正信

図面番号

縮　　　尺

工　　　番

業　務　名

尺

縮

課長補佐

19

工　事

名　称

図　面

名　称

年　度 年　月　日 整 理 番 号 部　長 課　長 係　長 担　当

1：100

1：100

３階平面図

鹿児島工業高専第二志学寮耐震改修他設計業務
０８－０１０－Ｓ

独立行政法人国立高等専門学校機構　鹿児島工業高等専門学校

鹿児島工業高専第二志学寮耐震改修他工事

３階平面図

Ｈ19，12

11
4

既存３階平面図　1：100

改修後３階平面図　1：100



１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １３ １４ １５ １６

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ｆ

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １３ １４ １５ １６

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ｆ

縦樋：ＶＰφ100撤去 縦樋：ＶＰφ100撤去 縦樋：ＶＰφ100撤去 縦樋：ＶＰφ100撤去 縦樋：ＶＰφ100撤去

屋上ハッチ：ＳＵＳ製蓋・丁番撤去
　　　　　　1300×650

下地高圧洗浄後、超速硬化ウレタン塗膜防水

防水改修用ドレン取付（ドレンキャップ共）防水改修用ドレン取付（ドレンキャップ共）防水改修用ドレン取付（ドレンキャップ共）防水改修用ドレン取付（ドレンキャップ共）防水改修用ドレン取付（ドレンキャップ共）

屋上ハッチ：ＳＵＳ蓋新設 1300×650（矩計参照）

ドレン：エポキシ樹脂塗装　改修用ドレンキャップ新設ドレン：エポキシ樹脂塗装　改修用ドレンキャップ新設ドレン：エポキシ樹脂塗装　改修用ドレンキャップ新設ドレン：エポキシ樹脂塗装　改修用ドレンキャップ新設ドレン：エポキシ樹脂塗装　改修用ドレンキャップ新設

：防水改修範囲を示す

下地高圧洗浄後、ｳﾚﾀﾝ防水下地、超速硬化ウレタン塗膜防水

既存Ｒ階平面図

改修後Ｒ階平面図
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設　計 担　当 製　図

図 面 種 類

一級建築士事務所　知事登録　第1-15-32号

永園設計株式会社
一級建築士登録　第123948号　小原正信

図面番号

縮　　　尺
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課長補佐
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工　事

名　称

図　面

名　称

年　度 年　月　日 整 理 番 号 部　長 課　長 係　長 担　当

1：100

1：100

Ｒ階平面図

鹿児島工業高専第二志学寮耐震改修他設計業務
０８－０１０－Ｓ

独立行政法人国立高等専門学校機構　鹿児島工業高等専門学校

鹿児島工業高専第二志学寮耐震改修他工事

Ｒ階平面図

5
11

Ｈ19，12

改修後Ｒ階平面図　1：100

既存Ｒ階平面図　1：100



Ａ

Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ

Ｅ Ｆ

シート防水

アルミ押え金物
アルミ押え金物

床：防水モルタル

床：防水モルタル

屋根：シート防水

手摺：スチールφ42.7

手摺：スチールφ42.7

シート防水

ＳＵＳ製蓋

縦樋：ＶＰφ100撤去

縦樋：ＶＰφ100撤去（掴み金物共）

縦樋：ＶＰφ65撤去（掴み金物共）

縦樋：ＶＰφ65撤去（掴み金物共）

水切：ガルバリウム鋼板（一部撤去）
　　　詳細図による

屋上ハッチ：ＳＵＳ製蓋・丁番撤去
　　　　　　1300×650

屋根：シート防水

手摺子：スチールφ15＠200

手摺子：スチールφ15＠200

手摺子：スチールφ15 2ヶ所

手摺子：スチールφ15 2ヶ所

アルミ建具・アルミカーテンレール・腰壁解体撤去

鋼板製エルボ　□130撤去

既存ドレンキャップ撤去

仮設間仕切：ＬＧＳ下地の上合板 t=9.0貼（片面）

床養生：合板 t=9.0

ＯＡ一時撤去後、再取付

アルミ押え金物撤去（四方共）

▽１ＦＬ

▽水上

▽３ＦＬ

▽2ＦＬ

バルコニー

▽ＧＬ

▽１ＦＬ

▽水上

▽３ＦＬ

▽2ＦＬ

寮　室

寮　室

寮　室 廊　下

廊　下

廊　下

玄　関

バルコニー

300×500

300×7006
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設　計 担　当 製　図
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一級建築士事務所　知事登録　第1-15-32号

永園設計株式会社
一級建築士登録　第123948号　小原正信
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尺
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課長補佐
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工　事

名　称

図　面

名　称

年　度 年　月　日 整 理 番 号 部　長 課　長 係　長 担　当

1：30
既存矩計詳細面図

1：30

０８－０１０－Ｓ

独立行政法人国立高等専門学校機構　鹿児島工業高等専門学校

既存矩計詳細面図

Ｈ19，12

11
6

鹿児島工業高専第二志学寮耐震改修他工事

鹿児島工業高専第二志学寮耐震改修他設計業務

矩計詳細図　1：30

玄関庇断面詳細図　1：30

屋上ハト小屋断面詳細図　1：30

屋上ハッチ断面詳細図　1：30

バルコニー断面詳細図　1：30

※中間ドレンは撤去しない

屋根：シート防水撤去



ウレタンプライマー　0.2㎏

ウレタン塗膜防水下塗　0.5㎏

超速硬化ウレタン　2.0㎏

アクリルウレタントップコート　0.2㎏

下地高圧洗浄

Ａ

Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ

Ｅ Ｆ

縦樋：カラーＶＰφ65新設（SUS掴み金物＠1200内共）

手摺：スチールφ42.7
　　　ケレン処理後、錆止塗装の上ＳＯＰ塗

手摺：スチールφ42.7
　　　ケレン処理後、錆止塗装の上ＳＯＰ塗

手摺子：スチールφ15＠200
　　　　ケレン処理後、錆止塗装の上ＳＯＰ塗

手摺子：スチールφ15＠200
　　　　ケレン処理後、錆止塗装の上ＳＯＰ塗

手摺子：スチールφ15 2ヶ所
ケレン処理後、錆止塗装の上ＳＯＰ塗

手摺子：スチールφ15 2ヶ所
ケレン処理後、錆止塗装の上ＳＯＰ塗

アクリルウレタントップコート　0.2㎏

超速硬化ウレタン　2.0㎏

アクリルウレタントップコート　0.2㎏

超速硬化ウレタン　2.0㎏

防水改修用ドレン取付（ドレンキャップ共）

カラーＶＰエルボφ100新設

アルミ押え金物（既存のまま）

アルミ押え金物（既存のまま）

アクリルウレタントップコート　0.2㎏

超速硬化ウレタン　2.0㎏

層間プライマー　0.2㎏

下地高圧洗浄

高圧洗浄後、超速硬化ウレタン塗膜防水

ＳＵＳ製蓋（既存）

スチールプレートケレン後、錆止塗装の上シート防水接着
の上超速硬化ウレタン塗膜防水 200×200程度

ＳＵＳ磨き t=2.0 蓋 1300×650
ＳＵＳ丁番３ヶ所、丁番受けＳＵＳＦＢ t=6.0

防音パッキン３方共

把手：150×50　φ13 ＳＵＳ
位置は現場打合せによる

防音パッキン３方

ＳＵＳ丁番

ＳＵＳＦＢ t=6.0

改修用ドレンキャップ新設

巾木：ソフト巾木

壁：ＰＢ t=9.5の上ケイ酸カルシウム板 t=8の上ビニールクロス

壁：ＰＢ t=9.5の上ケイ酸カルシウム板 t=8の上ビニールクロス

天井：化粧ＰＢ t=9.0（現況復旧程度）

ＯＡ再取付

縦樋：カラーＶＰφ65新設（SUS掴み金物＠1200内共）

縦樋：カラーＶＰφ100新設（SUS掴み金物＠1200内共）

カーテンレール SUS製

改修用ドレンキャップ新設

アルミパネル t=2.0

アルミパネル t=2.0

縦樋：カラーＶＰφ100新設（SUS掴み金物＠1200内共）

▽１ＦＬ

▽水上

▽３ＦＬ

▽2ＦＬ

バルコニー

▽ＧＬ

▽１ＦＬ

▽水上

▽３ＦＬ

▽2ＦＬ

寮　室

寮　室

寮　室 廊　下

廊　下

廊　下

バルコニー

300×700

玄　関

※超速硬化ウレタン防水の施工にあたり、流量管理を行いデーターシートの提出をする事

※内部仕上げに関しては、現状復旧までみること

※超速硬化ウレタン防水の施工にあたり 流量管理を行いデ タ シ トの提出をする事

6
9
0

8
,
7
7
0

250700

1
,
9
0
0

1
,
9
0
0

1
,
9
0
0

2
,
9
0
0

5
0

1
,
1
0
0

9
5
0

2
5
0

5
0

1
,
1
0
0

9
5
0

2
5
0

100

100

900

900

C
H
=
2
,
2
5
0

8
5
0

1
,
1
0
0

1
,
9
5
0

2
0
0

8
5
0

1
,
1
0
0

1
,
9
5
0

6
9
0

2
,
5
9
0

2
,
5
9
0

2
,
9
0
0

8
,
7
7
0

C
H
=
2
,
1
5
0

C
H
=
2
,
2
5
0

C
H
=
2
,
3
0
0

3
5
0

8
5
0

1
,
1
0
0

1
,
9
5
0

8
5
0

1
,
1
0
0

1
,
9
5
0

8
5
0

1
,
1
0
0

1
,
9
5
0

C
H
=
2
,
2
5
0

C
H
=
2
,
2
5
0

C
H
=
2
,
2
5
0

3
0
0

3
0
0

3
0
0

2,970 4,130

7,100 1,900

9,000

250700 250 700 650

1
,
9
0
0

2
,
5
9
0

2
,
5
9
0

130

1
5
0

3
5
0

50 650 50

750

3
5
0

4
0
0

8
3
08
0

650 600

1,25075 75

1,400

3
0
0

4
5
0

9
0
0

1
5
0

2,300

2,300

130

3
5
0

1,000

3,300

1
,
1
0
0

1
0
0

4
1
0

3
4
0

1
,
9
5
0

C
H
=
2
,
1
5
0

設　計 担　当 製　図

図 面 種 類
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永園設計株式会社
一級建築士登録　第123948号　小原正信
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縮　　　尺
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業　務　名

尺
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課長補佐
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工　事

名　称

図　面

名　称

年　度 年　月　日 整 理 番 号 部　長 課　長 係　長 担　当

1：30

1：30

改修矩計詳細面図

鹿児島工業高専第二志学寮耐震改修他設計業務
０８－０１０－Ｓ

独立行政法人国立高等専門学校機構　鹿児島工業高等専門学校

鹿児島工業高専第二志学寮耐震改修他工事

改修矩計詳細面図

Ｈ19，12

7
11

矩計詳細図　1：30

バルコニー断面詳細図　1：30

屋上ハト小屋断面詳細図　1：30

屋上ハッチ断面詳細図　1：30屋上ハッチ平面図　1：30

玄関庇断面詳細図　1：30

スチール t=1.6曲げ加工の上、２－ＵＥ

スチール t=1.6曲げ加工の上，２－ＵＥ

ｽﾁｰﾙﾌﾟﾚｰﾄｔ1.6mm裏貼（30分耐火）

ｽﾁｰﾙﾊﾟﾈﾙｔ1.6mm裏貼（30分耐火）

鉄骨：溶融亜鉛ﾒｯｷ

超速硬化ウレタン　2.0㎏

アクリルウレタントップコート　0.2㎏

ウレタンプライマー　0.2㎏

ウレタン塗膜防水下塗　0.5㎏

下地高圧洗浄

下地高圧洗浄

層間プライマー　0.2㎏

ｳﾚﾀﾝ塗膜防水下塗　0.5㎏

超速硬化ウレタン　2.0㎏

アクリルウレタントップコート　0.2㎏

ウレタンプライマー　0.2㎏

ウレタン塗膜防水下塗　0.5㎏

下地高圧洗浄

層間プライマー　0.2㎏

ウレタン塗膜防水下塗　0.5㎏

下地高圧洗浄

ウレタンプライマー　0.2㎏

ウレタン塗膜防水下塗　0.5㎏

超速硬化ウレタン　2.0㎏

アクリルウレタントップコート　0.2㎏

下地高圧洗浄

層間プライマー　0.2㎏

ｳﾚﾀﾝ塗膜防水下塗　0.5㎏

超速硬化ウレタン　2.0㎏

アクリルウレタントップコート　0.2㎏

下地高圧洗浄 下地高圧洗浄

ウレタンプライマー　0.2㎏

ウレタン塗膜防水下塗　0.5㎏

超速硬化ウレタン　2.0㎏

アクリルウレタントップコート　0.2㎏

ウレタンプライマー　0.2㎏

ウレタン塗膜防水下塗　0.5㎏

超速硬化ウレタン　2.0㎏

アクリルウレタントップコート　0.2㎏

下地高圧洗浄

下地高圧洗浄

ウレタンプライマー　0.2㎏

ウレタン塗膜防水下塗　0.5㎏

超速硬化ウレタン　2.0㎏

アクリルウレタントップコート　0.2㎏

（既存ドレン：ｳﾚﾀﾝ樹脂塗装）

（既存ドレン：ｳﾚﾀﾝ樹脂塗装）

中間ドレンはｳﾚﾀﾝ樹脂塗装

ドレン：ｳﾚﾀﾝ樹脂塗装

ウレタンプライマー　0.2㎏

ウレタン塗膜防水下塗　0.5㎏

超速硬化ウレタン　2.0㎏

アクリルウレタントップコート　0.2㎏

下地高圧洗浄

下地高圧洗浄

ウレタンプライマー　0.2㎏

ウレタン塗膜防水下塗　0.5㎏

超速硬化ウレタン　2.0㎏

アクリルウレタントップコート　0.2㎏



ｳﾚﾀﾝ樹脂防水下地  0.5kg

改修用ﾄﾞﾚﾝ

Ｂ

２

Ｂ

２ ３３

Ｂ

Ａ

４ ５５４

Ａ

Ｂ

１５１４ １５１４

水切：ガルバリウム鋼板一部撤去

改修用ドレンキャップ

新規防水層

アクリルウレタントップコート　0.2㎏

超速硬化ウレタン　2.0㎏

弾性シーリング打替（ＰＳ－２）

無収縮モルタル等で、段差処理

アルミ押え金物撤去（四方共）

自習室

ベランダベランダ

自習室

新規防水層 改修用ドレンキャップ

新規防水層

既設ドレン：ｳﾚﾀﾝ樹脂塗装

既存防水層撤去の上下地処理

ウレタンプライマー　0.2㎏
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工　事

名　称

図　面

名　称

年　度 年　月　日 整 理 番 号 部　長 課　長 係　長 担　当

０８－０１０－Ｓ

独立行政法人国立高等専門学校機構　鹿児島工業高等専門学校

Ｈ19，12

部分詳細図（１）

部分詳細図（１）

1：30、1：10、1：5

1：30、1：10、
1：5

8
11

鹿児島工業高専第二志学寮耐震改修他工事

鹿児島工業高専第二志学寮耐震改修他工事

玄関庇取合い詳細図（既存）　1：10 玄関庇取合い詳細図（改修後）　1：10

横引ドレン改修前　1：10

横引ドレン改修後　1：10

ドレン上皿改修前　1：10

ドレン上皿改修後　1：10

参考図 参考図

ブレース位置
コンベクター（寸法：５００Ｗ×２２０Ｄ×５１０Ｈ）＜再利用＞

架台（寸法：５００Ｗ×２２０Ｄ×１１０Ｈ）＜再利用＞

放熱器弁２０＜再利用＞

放熱器トラップ１５＜再利用＞

既設コンベクター再取付

ＳＧＰ（黒）２０－０．３ｍ＜新設＞

ＳＧＰ（黒）１５－０．３ｍ＜新設＞

コンベクター撤去

既設管残置 既設管残置

断面図

２箇所 ２箇所

ＳＧＰ（黒）２０－０．３ｍ＜産廃処分＞

ＳＧＰ（黒）１５－０．３ｍ＜産廃処分＞

以降撤去及び接続

ＦＬ

改修後１階平面図　１：３０既存１階平面図　１：３０

ルームエアコン・架台＜既設品再取付＞

冷媒管６．４／９．５－１ｍ＜新設＞

ドレン管ＶＰ２０－１ｍ＜新設＞

保温（ＳＵＳ巻）－１ｍ＜新設＞

冷媒追加充填

空調室外機撤去

ルームエアコン（冷房能力：３．６ｋｗ）＜再利用＞

架台＜再利用＞

以降撤去

１箇所１箇所

既設冷媒管・ドレン管に接続

既設空調室外機再取付

冷媒管６．４／９．５－１ｍ＜産廃処分＞

ドレン管ＶＰ２０－１ｍ＜産廃処分＞

保温（ＳＵＳ巻）－１ｍ＜産廃処分＞

改修後２階平面図　１：３０既存２階平面図　１：３０



※アルミパネル部分は、 ｽﾁｰﾙﾌﾟﾚｰﾄ t=1.6（ 30分耐火）裏打ちとする（四方向共）

ＳＴ t=1.6

ＳＴ t=1.6

ＳＴ t=1.6

ケイ酸カルシウム板 t=8.0（片面）+グラスウール

ケイ酸カルシウム板 t=8.0（片面）+グラスウール

ｽﾁｰﾙﾌﾟﾚｰﾄ t=1.6裏貼

ｽﾁｰﾙﾌﾟﾚｰﾄ t=1.6裏貼

ｽﾁｰﾙﾌﾟﾚｰﾄ t=1.6裏貼
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課長補佐

19
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図　面
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年　度 年　月　日 整 理 番 号 部　長 課　長 係　長 担　当

０８－０１０－Ｓ

独立行政法人国立高等専門学校機構　鹿児島工業高等専門学校

Ｈ19，12

部分詳細図（２）

部分詳細図（２）

1：20、1：3

1：20、1：3 11
9

鹿児島工業高専第二志学寮耐震改修他工事

鹿児島工業高専第二志学寮耐震改修他設計業務

建具断面詳細図　1：3

建具平面詳細図　1：3

外観図　1：20
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0
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30

▽FL

L-130×130×9
(鉄骨工事）

モルタル充填

L-75×125×7
(鉄骨工事）

H-200×200×8×12
(鉄骨工事)

H-200×200×8×12
(鉄骨工事)

モルタル充填 H-200×200×8×12
(鉄骨工事)

L-150×150×12
(鉄骨工事）

モルタル充填

▽FL▽FL

アルミパネルフラッシュ

AL t=2.0

AL t=2.0

AL t=2.0

AL t=2.0

AL t=2.0

AL t=2.0

BB441を一部カット

内 部

外 部
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,
0
3
5

鉄骨ブレース位置鉄骨ブレース位置

Ａ

Ａ Ａ

Ａ

Ｂ Ｂ
Ａ

ＰＬ－6

仕口プレート：t=12

仕口プレート：t=9

仕口プレート：t=9

仕口プレート：t=9

仕口プレート：t=12

接着系アンカー筋（φ22）

頭付スタッド（φ16）

無収縮モルタル圧入

スパイラル筋

スパイラル筋

垂直方向アンカー
φ22（14本）

水平方向アンカー
φ22（17本）

φ16 ダブルスタッド（32本）

φ16 ダブルスタッド（26本）

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

既存大梁

Ａ

▽ＧＬ

▽１ＦＬ

▽２ＦＬ

鉄骨部材リスト

ブレース材：Ａ

ブレース材：Ｂ

水平方向アンカー

垂直方向アンカー

Ｈ－２００×２００×８×１２

Ｈ－２００×１００×５．５×８

φ22　17本×2　（合計：34本）

φ22　14本×2　（合計：28本）

頭付スタッド φ16 ダブルスタッド（合計：116本）

　　※鋼材は全てＳＮ４００Ｂとする

　　※溶接他～Ｋ型鉄骨ブレース（溶接ﾀｲﾌﾟ）標準図参照のこと

その他

　　※鋼材は全て溶融亜鉛ﾒｯｷ（JIS H 8641）とする。
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図 面 種 類

一級建築士事務所　知事登録　第1-15-32号
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課長補佐
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工　事

名　称

図　面

名　称

年　度 年　月　日 整 理 番 号 部　長 課　長 係　長 担　当

構造詳細図

０８－０１０－Ｓ

1：100　1：30

1：100　1：30

独立行政法人国立高等専門学校機構　鹿児島工業高等専門学校

構造詳細図

Ｈ19，12
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11

鹿児島工業高専第二志学寮耐震改修他工事

鹿児島工業高専第二志学寮耐震改修他設計業務

立面図　1：100

仕口プレート詳細図　1：20

頭付スタッド詳細図　1：10

構造詳細図　1：20



または発泡ｳﾚﾀﾝ吹付

または発泡ｳﾚﾀﾝ吹付

ＰＬ-6
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一級建築士事務所　知事登録　第1-15-32号

永園設計株式会社
一級建築士登録　第123948号　小原正信

図面番号

縮　　　尺

工　　　番

業　務　名

尺

縮

課長補佐

19

工　事

名　称

図　面

名　称

年　度 年　月　日 整 理 番 号 部　長 課　長 係　長 担　当

Ｋ型鉄骨ブレース（溶接タイプ）標準図

０８－０１０－Ｓ

独立行政法人国立高等専門学校機構　鹿児島工業高等専門学校

Ｋ型鉄骨ブレース（溶接タイプ）標準図

Ｈ19，12

11
11

NO SCALE

NO SCALE

鹿児島工業高専第二志学寮耐震改修他設計業務

鹿児島工業高専第二志学寮耐震改修他工事
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無収縮モルタル 割裂補強スパイラル筋

Ｂ

Ａ Ａ

Ｂ

6φ（全周）

頭付きスタッド（全周）

接着系アンカー筋（全周）

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｂ

Ｂ Ｂ

Ａ

Ｃ

接着系アンカー筋（全周）

仕口プレート

（フランジ）

6φ（全周）

仕口プレート

（フランジ）

頭付きスタッド（全周）

仕口プレート

（フランジ）

割裂補強スパイラル筋

無収縮モルタル

Ｂ

Ａ

Ｂ

Ｃ

頭付きスタッド（全周）

接着系アンカー筋（全周）

6φ（全周）

割裂補強スパイラル筋

イ　接合部　詳細図
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a - a 断面図

座屈止め C

スリット巾 30

ロ　接合部　詳細図

b - b 断面図

c - c 断面図
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枠材 B
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上
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(
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ブ

)

仕口プレート（ウェブ)
枠材 B

仕口プレート(フランジ)

ハ　接合部　詳細図

d - d 断面図

枠材 B

枠材 B 

e - e 断面図

仕口ＰＬ(フランジ)

仕口プレート

（ウェブ)

d d

e

e

ブ
レ
ー
ス
材
 A

30
以
上

30
以
上

3
0
以

上

PL-6

仕口プレート(フランジ)

ブレース材 A 

50スリット

仕口プレート(フランジ)

仕口プレート（ウェブ)

ニ　接合部　詳細図

f - f 断面図

座
屈
止
め
 C
 

ブ
レ
ー
ス
材
 A

f

f

座屈止め C

ブレース材 A

ウェブプレート

頭 付 き ス タ ッ ド 取 合

s

n
8
d
a
以

上

h
'

スパイラル筋

鉄骨枠

既存ＲＣ梁・柱

無収縮モルタル圧入

Ｈ形鋼 注）既存主筋によりＨ形鋼の

既存梁・柱面目荒し

e1 g

（先端４５゜カット）

L

ｅ１ ≧ 60 以上

ｇ　 ≧ 80 以上

接着系アンカー筋

頭付きスタッド

　　　　　　中央部にアンカー筋を施工

　　　　　　できない場合は頭付きスタッド

　　　　　　間内で若干ずらして施工する。

Ｈ形鋼

１７５

２００

２５０

※　スパイラル筋　６φ

スパイラル径

１１５

１４０

１９０

単位（ｍｍ）

ピッチ（Ｐｒ）

スタッドピッチの１／４以内

５０かつ

L

ス パ イ ラ ル 筋 ・ 頭 付 き ス タ ッ ド ・ 接 着 系 ア ン カ ー 筋 関 係 図

Ps Ps〃 〃 〃

無収縮モルタル圧入

Pr Pr〃〃 〃

スパイラル筋

注）鋼材を所定の位置に固定する場合は耐震

注）スパイラル筋の重ね継手長さは、２ピッチ以上とする。

e2

30 ≦ e2 ≦ 60

目荒し

Das

da

ds

頭付きスタッド

n

s

h
'

鉄骨枠

既存ＲＣ躯体

単位（ｍｍ）

クリアランス

ｈ’ ＜必要　　　＞n

n

頭付きスタッド ラップ

Ｌ＜必要　　　＞

　　「呼び長さ」s

s

s

n

Ｄ16又は16φ＜ 96＞

110

Ｄ19又は19φ＜114＞

Ｄ22又は22φ＜132＞

140

Ｄ19又は19φ＜114＞

Ｄ22又は22φ＜132＞

190

16φダブル　＜ 96＞

110　　　「120」

16φダブル　＜ 96＞

19φダブル　＜114＞

19φシングル＜114＞

140　　　「150」

19φダブル　＜114＞

19φシングル＜114＞

190　　　「200」

 60

 80

130

160

200

250

（先端４５゜カット）

接着系アンカー筋

頭付きスタッド

　　補強用アンカー筋とは別に＠１０００間隔

ds : 頭付きスタッドの直径

接着系アンカー筋

　　頭付きスタッドと溶接する。

　　でアンカー筋（Ｄ１６程度）をとり

da : 接着系アンカー筋の直径

h' : 圧入モルタルのせい

標準例

型 枠 上 部 の 空 気 抜 き 孔 の 例

ハラミ止めアンカー

10～15mm

補修用シールモルタル

5
0
～

1
0
0
m
m

点溶接

鉄板型枠

サンギ

サンギ

木製型枠

エポキシ系樹脂等でシールセパレーター

頭付きスタッドに溶接

フォームタイ

捨てアンカー筋若しくは、仮設用頭付きスタッドに溶接

Ｋ 型 ブ レ ー ス

H
S
/
2

H
S
/
2

LS/2 LS/2

ニ

イ

ロ

ハ

立 面 図 ・ 断 面 図 詳 細 図
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